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研究成果の概要（和文）： 閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSAS）と睡眠中突然死の口腔状態の関係について研究
を行った。法医解剖施行50例（OSAS原因突然死25例，対照群25例)、臨床例33例（OSAS患者9例，対照群24例）に
対しCTにて評価した。CTで口腔容積（OCV）, 口腔軟組織体積（OSV），口腔air space体積 （OAV）とOCVに対す
るOAVの比（%air）を算出し、死亡例と臨床例のOSAS群と対照群の2群間で比較分析した。 死亡例では、%air、
OSV、OAV、で有意な相関があり、臨床例では、%air、OAVで有意な相関が見られた。さらに咽頭領域を含めた評
価と今回の結果は同様の評価となった。

研究成果の概要（英文）： This study sought to clarify the relationship between oral air space volume
 and obstructive sleep apnea syndrome (OSAS) onset, which is influenced by multiple factors, such as
 jawbone, dentition morphology, and oral soft-tissue volume. (1)50 subjects from deceased cases were
 divided into two groups: OSAS (25 subjects) and controls (25 subjects). (2) 33 subjects from 
clinical cases were divided into two groups: OSAS (9 subjects) and controls (24 subjects). In all 
cases, the CT images of the facial region were obtained, and four parameters of oral area volume 
were analyzed in deceased and clinical cases, and comparisons and analyses were performed between 
OSAS and control cases.  In deceased cases, oral soft-tissue volume (OSV), oral air-space volume 
(OAV), and the ratio of OAV to OSV (%air) showed a significant correlation.  In clinical cases, OAV 
and %air showed a significant correlation. Furthermore, the evaluation including the pharyngeal area
  were similar to this results.

研究分野： 歯科放射線学

キーワード： 突然死　autopsy imaging　口腔体積　口腔air space
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研究成果の学術的意義や社会的意義
閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSAS）は、睡眠中に繰り返し起こる呼吸停止を特徴とする睡眠障害で、循環器疾患
等の重篤な合併症を引き起こし、突然死の原因となる疾患として知られている。死後・臨床例ともに、口腔体積
に対する口腔air space体積の比(%air)、口腔咽頭腔体積に対する口腔咽頭領域のair space volumeの比
%air’)の値が小さければ、OSAS発症のリスクが高く、OSASによる突然死の可能性が高いことが示された。咽頭
領域を含めた検証でも、口腔領域のみの計測と同様の結果となった。突然死を惹起しやすい口腔形態がCTで評価
でき、突然死の原因の一つを早期に評価可能となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSAS）は，睡眠中に繰り返し起こる呼吸停止と日中過眠などを特

徴とする睡眠障害であり，循環器疾患や脳血管障害などの重篤な合併症を引き起こすとともに，

睡眠中の突然死の原因となりうる疾病の一つとして知られている。OSAS は，肥満に伴い発症リ

スクが増加し，肥満の罹患率が高い米国の研究では，OSAS 患者が，男性の約 3.3%，女性の約 2%

を占めるとの報告がみられている。一方で，顎顔面形態に起因する場合があり，上気道の狭窄・

閉塞が OSAS 発症に影響を与えることが知られている。日本を含むアジア人の OSAS 患者では，顔

面形態の特徴から，OSAS の症状が重篤である症例が多いとの報告も見られる。日本での OSAS の

罹患率は，男性で約 3.3%，女性で約 0.5%であり，患者数は約 200 万人との報告があるが, その

85%以上が未治療であり，要治療患者の顕在化の遅れが指摘されている。 

顔面形態を評価する際に，生存時では，閉口時や安静時に，口腔や咽頭部を直視できないことや、

また，死亡例では，死後硬直のため開口不能な事例があり，観察が困難な場合がある。このため，

気道形態や気道狭窄・閉塞の状態を，画像上とくに CT で評価することが重要であり，画像によ

る評価が，OSAS を診断する新たな一手法となる可能性がある。しかしながら，現時点において

は，画像を用いて OSAS を評価するための明確な診断基準はなく，この指標の確立が望まれると

考える。 

これまでの OSAS に対する画像評価では，舌や上気道，特に中咽頭腔の体積や形態を，二次元ま

たは三次元画像にて計測・評価した報告が多くみられる。しかし，口腔内の air space を指標に

用いて OSAS を評価した研究や，死後画像を用いて OSAS を検討した報告はみられない。 

今回我々は，法医学者が基準に基づいて診断した OSAS が原因の死亡例及び OSAS 患者を対象

とし，正常例と比較し，CT画像を用いた口腔領域の画像計測から OSAS の評価に有用な指標を探

り，同指標を臨床における OSAS 診断に利用できるか否かを検討した。 

 

２．研究の目的 

 

OSAS の原因として一般的に中咽頭を中心とする咽頭喉頭領域の形態や体積減少などが知られ

ている。しかしながら、咽喉頭領域の形態は顎顔面や顎骨形態に深く関係があり、顎顔面形態は

口腔の形態をも決定しまている。そこで、口腔の形態や咬合状態も OSAS に関与することが容易

に想像できる。 

そこで本研究では、OSAS が原因の死亡例と、OSAS 患者に対し、従来指標とされてきた中咽頭

腔を中心とする咽頭喉頭領域の形態や体積だけではなく、顎顔面形態や咬合による口腔の状態

が OSAS に影響する口腔領域の新指標を作り、OSAS の口腔領域の原因評価を目的とした。そして

OSAS への口腔領域状態の関与を表すパラメーターを CT 画像計測データーから策定し、死亡例及

び臨床例ともに正常例と比較し、OSAS への口腔形態の影響を評価することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

研究方法は後ろ向き臨床研究である。 

対象 1：死亡例については 2016 年から 2019 年に、本学で法医解剖を行った遺体 50 例（OSAS 有

り 25 例、OSAS 無し 25 例）とした。OSAS が死亡原因であると法医学者が判断した基準は (1)体



格に対し，口蓋扁桃が大きい，舌が大きい，下顎が小さい，あるいは高口蓋であるもの, (2)

胸腺残存またはリンパ節腫大等の胸腺・リンパ体質を認めたもの,  (3)他に死因となりうる

所見がない急死であることとされている。そして上記の(1)から(3)の全てを満たしたものを

死亡例の対象とした。 

対象２: 臨床例については 2012 年から 2019 年に本院を受診した患者 33 例（OSAS 有り 9 例、

OSAS 無し 24 例）とした。 

臨床例の OSAS の診断基準は，(1)日中過眠，睡眠中の窒息感やあえぎ，繰り返す覚醒，起

床時の爽快感欠如，日中の疲労感，集中力の欠如のうち 2 つ以上を認める,(2)ポリソムノ

グラフィー(PSG)で無呼吸・低呼吸指数  (AHI: apnea hypopnea index)が 5以上である,(3)

そのうち閉塞性無呼吸が 50%以上であることとされている。そして上記の(1)〜(3)の全て

を満たすものを臨床症例とした。 

全ての死亡例及び臨床症例で CT 検査を行い、画像再構成後に、口腔体積(OCV)、口腔軟組織体積

(OSV)、口腔 air space 体積(OAV)、OCV に対する OAV の比(%air)と、これらに咽頭領域を含めた

口腔咽頭腔体積(OPCV)、口腔咽頭領域の軟組織体積(OPSV)、口腔咽頭領域の air space 

volume(OPAV)、OPCV に対する OPAV の比(%air’)を設定した。各々のパラメータに対して ROC 曲

線を用いて OSAS の検出率を評価した。統計学的解析には Mann-Whitney の U 検定と Pearson の

カイ二乗検定を用いて行った。 

本研究は北海道大学病院自主臨床研究審査委員会の承認を得て行った  (自 017-0393)。 

 

４．研究成果 

CT から得られた各パラメーターを測定し、検討した。 

死亡例では、%air、OSV、OAV、%air’、OPSV、OPAV で OSAS 発症に有意な相関が見られた。 

臨床例では、%air、OAV、%air’、OPAV で OSAS 発症に有意な相関が見られた。 

口腔咽頭領域の評価において、死亡例では OSV、OPSV が大きく、OAV、OPAV が小さい場合に OSAS

の特徴が得られた。 

死後および臨床症例ともに、%air、%air’の値が小さければ、OSAS 発症のリスクが高く、OSAS

による突然死の可能性が高いことが示された。 

咽頭領域を含めた検証にて、口腔領域のみの計測と同様の結果となり、口腔領域の画像計測でも

OSAS の評価に有用であることが示唆された。 

 

結論 

OSAS の評価に対して、口腔咽頭領域での指標としては、%air、%air’が有効であると考えられ

た。 

歯科臨床においてコーンビーム CT 普及により口腔領域全体を低侵襲で検査可能となってきてい

る。今回の結果を踏まえ、歯科臨床医でも OSAS 予備軍を日常臨床で指摘できる可能性が十分あ

り、歯科臨床で普及しつつあるコーンビーム CT を利用し、日常歯科臨床を通じて突然死の予防

につなげられる可能性が示唆された。 
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